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R 注意

こんなときには

保証書について
●この製品には保証書が添付されています。お買い上げの際、お受け取りください。

●必ず「販売店印・お買い上げ日」を確認し、よくお読みのうえ、大切に保管してください。

●保証書は再発行できませんので、大切に保管してください。

アフターサービスについて
●調子が悪いとき……………まず、この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。

●それでも調子が悪いとき…保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。お買い上げ店、

またはお近くのサービス・ショップに修理を依頼してください。

●保証期間中の修理…………保証書の記載内容に基づいて修理いたします。詳しくは、保証書をご覧く

ださい。

●保証期間経過後の修理……修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料で修理させて

いただきます。

●補修用性能部品……………製造打切り後でも、最低６年間保有しています。

●アフターサービスについての詳細、その他ご不明な点はお買い上げ店または下記の「お問い合わせ

窓口」にお問い合わせください。

保証書／アフターサービスについて

数 量

10ピンハーネス
電源用延長コード
スピーカー入力用コネクター
平型ブラケット
タッピングネジ

1
1
4
2
8

品 名

付属品

〈アンプ部〉
■最大出力……………………………………………220W
■定格出力……………………………………………100W (THD 3%以下)
■クロスオーバー……………………………………40～200 Hz可変 (12dB/oct.)
■入力インピーダンス………………………………39kΩ（ライン入力）、25kΩ（スピーカー入力）

〈スピーカー部〉
■方式…………………………………………………エアー トランス ドライブ パワードサブウーハー
■インピーダンス……………………………………1.5Ω＋1.5Ω（or 0.75Ω）

〈一般〉
■使用電源……………………………………………DC14.4V (動作範囲；11～16V)
■アース方式…………………………………………cアース
■出力音圧レベル……………………………………94dB/10W・m
■外形寸法……………………………………………488.6mm×200mm×200.7mm
■重量…………………………………………………7.2kg

規格

SWE-1400
エアー トランス ドライブ
パワードサブウーハー

安全のために必ずお守りください

本機の調子が悪いときは、修理を依頼する前にもう一度、次のことをチェックしてみてくだ
さい。
それでも調子が悪いときは、お買い上げ店、またはお近くの「お問い合わせ窓口」にご相談
ください。

ヘッドユニットの電源を入れる。

アースコードの接続を確認する。

バッテリー電源コードの接続を確
認する。

所定容量のヒューズと交換する。

リモートオンコードの接続を確認す
る。

INPUT 端子に正しく挿入する。

スピーカー入力配線の接続を確認す
る。

システムに合わせて正しい位置にす
る。

症 状 原 因 処 置

動作しない。

ヒューズが切れる
などの症状。

電源は入るが、音が出
ない。

ヘッドユニットの電源が入ってい
ない。

アースコードの接続が不完全。

バッテリー電源コードの接続が不
完全。

ヒューズが切れている。

リモートオンコードの接続が不完
全。

PINコードの接続が不完全。

スピーカー入力の配線が不完全。

入力感度調整ボリューム位置がシス
テムに合っていない。

●ご使用の前に、この説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。お読みになった後も、
説明書を手元に置いてご使用ください。説明書の指示を守らなかったことによる不具合に対して、
当社は責任を負いかねます。

●この説明書は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害
を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになって
います。内容をよく理解してから本文をお読みください。

Designed by ALPINE Japan

お問い合わせはインフォメーションセンターへ
●〒141-8501 東京都品川区西五反田1丁目1番8号

●FAX：03-3494-1767 TEL：03-3779-0711

●電話受付時間 平日 9：30～12：00 13：00～17：00

●電話は混雑が予想されます。FAXかハガキをおすすめします。

Printed in Japan (T-463)

警告 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷
を負う可能性が想定される内容を示しています。

分解・改造をしないでください。事故・火災・感電の原因になります。

禁止

ネジなどの小物類は、幼児の手の届かないところに保管してください。
飲み込んだ場合には、ただちに医師と相談してください。

ヒューズ交換は、規定容量（アンペア数）を守ってください。事故・火
災の原因になります。

強制

禁止

DC12Vマイナスアース車以外に接続しないでください。事故・火災の原
因になります。

取り扱い上のご注意
本機の近くでは携帯電話や無線機を使わない
雑音や誤動作の原因になる場合があります。電話や無線機は、本機から離れてご使用にな
ることをお勧めします。

過大入力に注意
音が歪（ひず）んだり、異音（ボコボコ、ベコベコという音）が出るような状態ではスピー
カーへの入力が大きすぎます。（過大入力）
スピーカーに過大入力を続けると、性能が落ちたり、壊れたりしてしまいます。過大入力
にならない範囲でご使用ください。
過大入力によるスピーカーの破壊は保証期間内でも無償修理の対象外です。
歪（ひず）まないようにゲインなどを調整すると十分な音圧（音量）が得られなくなるこ
とがあります。この場合は、サブウーハーをリスナーに近づけて設置してください。理論
上、距離が半分になると音圧は４倍になります。

どうして壊れるの？
一般にアンプはフルパワーで使うより、音量を下げ、アンプに余裕を持たせてならした方
が、締まってエッジの効いた良い音が得られます。
このパワードサブウーハーも、良い音を出すために余裕のあるアンプが内蔵されています。
ですから、音が割れるほどの過大入力状態でならし続けた場合、スピーカーは壊れてしま
うのです。過大な入力になっているかどうかは音を聞いて判断します。歪（ひず）まない
範囲の音量でお楽しみください。

強制

配線作業の前にはバッテリーのマイナス端子からアース線を外して、配
線作業をしてください。感電・ケガの原因になります。

コードの被覆を切って、他の機器の電源を取らないでください。火災・
感電の原因になります。

禁止

前方の視界を妨げる場所、ハンドル・変速レバーなど運転操作を妨げる
場所、同乗者に危険を及ぼす場所には、取り付けないでください。事故・
ケガの原因になります。

禁止

車体に穴を開ける場合には、パイプ・タンク・電気配線などを傷つけな
いでください。事故・火災の原因になります。

取り付け・アース接続には、ハンドル・ブレーキ・タンクなどのボルト
やナットを使わないでください。制動不能・火災の原因になります。

禁止

音が出ない、異物が入った、煙が出る、変な臭いがしたときには、ただ
ちに使用を中止して、お買い上げ店に相談してください。事故・火災・
感電の原因になります。

強制

禁止

運転中は操作をしないでください。事故・ケガの原因になります。操作
する場合には、安全な場所に停車してください。

禁止

コード類は運転操作の妨げとならないように束ねてください。ハンドル・
変速レバー・ブレーキペダルなどに巻き付くと、事故・故障の原因にな
ります。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う危険
が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示し
ています。

説明書に従って、正しく接続してください。火災・事故の原因になりま
す。

禁止

コードをシートレールにはさんだり、突起部に当てたりしないでくださ
い。断線やショートにより、感電・火災の原因になります。

放熱板をふさがないでください。火災・故障の原因になります。

禁止

付属部品を指定通りに使い、しっかりと取り付けてください。事故・故
障の原因になります。

禁止

水のかかるところ、湿気やホコリの多いところには取り付けないでくだ
さい。火災・故障の原因になります。

禁止

取り付け・配線には、専門技術と経験が必要です。お買い上げの販売店
に依頼してください。

車外の音が聞こえる音量でお使いください。事故・故障の原因になりま
す。

車以外には使わないでください。感電・ケガの原因になります。

禁止

古紙配合率70％再生紙を使用しています

エアー トランス ドライブについて
●構造
密閉層が2階建てで構成され、下側の密閉層に駆動スピーカーを配置し、上側の密閉層にパッシ
ブコーンを配置する。
●重低音と大音圧
下層のスピーカーユニットが駆動し、前室の「エアーマス（音響容量）」＋「大口径パッシブコーン」
を利用することで、スピーカーサイズを超えた重低音と大音圧が再生可能です。
●低音をダイナミックに再現
密閉方式のメリットである「BOX内の定在波が外に漏れない」「エアーノイズ（風切り音）が出ない」
に加え、前室の大口径パッシブコーンで、駆動スピーカーの高調波歪を遮断することで、低歪の豊
かな低音をダイナミックに再現します。

●製品の規格および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。

〒133-0061
〒223-0057
〒465-0021
〒422-8032
〒564-0041
〒064-0821

〒983-0043

〒700-0975
〒731-0138
〒761-8071
〒791-1104

〒816-0081
〒854-0074
〒862-0929
〒890-0034

（SP）

お問い合わせ窓口

（平成１4年２月１日現在）

製品ご相談窓口

インフォメーションセンター ・FAX : 03-3494-1767　TEL : 03-3779-0711
・電話受付時間土日祝日を除く平日9:30～12:00　13:00～17:00

営業所・販社名
東関東営業所
東京営業所
中部営業所
静岡出張所
関西営業所
アルパイン北海道�

アルパイン東北�
　仙台office

アルパイン中四国�
　　　　岡山営業所
　　　　広島営業所
　　　　高松営業所
　　　　愛媛出張所
アルパイン九州�
　　福岡office　
　　長崎office
　　熊本office
　　鹿児島office

電話番号
03-5666-5226
045-541-7261
052-779-5655
054-283-0171
06-6386-4136
011-621-4485

022-239-5331

086-243-8257
082-846-1175
087-869-3086
089-958-4707

092-513-1071
0957-27-1581
096-213-7118
099-253-7215

住　　　　所

愛知県名古屋市名東区猪子石3丁目108番地
静岡県静岡市有東3丁目9番地1号 2F
大阪府吹田市泉町3丁目18番地14号

宮城県仙台市宮城野区萩野町3丁目9番5号

営業所・販社名
アルパイン関信�
　　　　　高崎営業所
　　　　（群馬・栃木）
　　　　　松本営業所
　　　　宇都宮営業所
アルパイン近畿販売�
　　　　　阪和営業所

　　　　　滋賀営業所
東京アルパイン販売�
アルパイン北陸販売�
アルパイン京都販売�

アルパイン兵庫販売�
アルパイン高知販売�
�パルス

〒370-0073

〒390-0852
〒321-0942

〒591-8023

〒525-0036
〒101-0063
〒921-8066
〒600-8480

〒652-0807
〒780-8122
〒900-0003

電話番号

0273-61-5813

0263-48-4772
028-610-8890

0722-58-8111

077-566-1140
03-3253-2635
0762-40-8111
075-351-6406

078-681-9711
088-884-6800
0988-66-1916

住　　　　所

大阪府堺市中百舌鳥町4丁目57番地

滋賀県草津市草津町1660番地
東京都千代田区神田淡路町1の13
石川県金沢市矢木3丁目72番1号
京都府京都市下京区五条通

兵庫県神戸市兵庫区浜崎通5の6
高知県高知市高須新町3丁目10番8号
沖縄県那覇市安謝217番地3

群馬県高崎市緑町3丁目16-6

長野県松本市島立830-11 深澤ビル102号

サンライズ中百舌鳥103号

堀川東入小泉町113番地の1

北海道札幌市中央区北1条西22丁目2番1号
上野ビル

岡山県岡山市今4丁目5番2号
広島県広島市安佐南区祇園2-11-16
香川県高松市伏石町1473-11
愛媛県松山市北土居町443-1 エクセル12 1-B

　(青森・岩手
・秋田・宮城
・山形・福島）

●製品に関するご相談／お問い合わせは、お買い上げ店または下記「製品ご相談窓口」をご利用くださ
　い。
●ご相談窓口の名称・電話番号・所在地は、変更になる場合があります。

営業所・販社名 電話番号 住　　　　所

栃木県宇都宮市峰2 - 28 - 12

東京都江戸川区篠崎町2-406-1
神奈川県横浜市港北区新羽町1767番地

営業所・販社名 電話番号 住　　　　所

福岡県福岡市博多区井相田1-12-22
長崎県諌早市山川町3-13
熊本県熊本市西原2-32-29
鹿児島県鹿児島市田上6-27-15



はじめに

3 接続する。

●スピーカーコードのc側が左右共通になっている車両には、使用できません。
●スピーカーのインピーダンスは3.2～8Ωのものをお使いください。
●車両雑音から守るために
●アースコードを車体の金属部分に確実につなぐ。
●電源用延長コードとPINコードは離す。
●本機や本機からのコードを車両配線から離す。
●ノイズサプレッサーを使う場合は、できるだけ本機から離す。
●スピーカー入力コードとピン入力ジャックの両方に同時に接続しないでく
ださい。
サブウーハーの効果が得られないばかりでなく、組み合わせる製品の故障の
原因となり、危険です。

Memo

3. 確認する

1 コード類を固定する。

2 バッテリーc端子を接続する。

3 エンジンキー／カーオーディオ電源をONにして、本機の動作が正しいこと（音
が正しく出ているかなど）を確認する。

4 ホーン／ストップランプなどの車両電装品が正しく動作することを確認する。

4. 調整する

●安全のため、走行中は必ず本機のイルミネーションON/OFFスイッチをOFF
にしてください。
●AM放送を受信中にイルミネーションを点灯するとノイズが発生する場合が
あります。その場合には、本機のイルミネーションON/OFFスイッチをOFF
にしてください。

Memo

１. 入力感度調整ボリュームがMIN、PHASEが0°、LPFがセンターになっていることを確

認してから、システムの電源をオンにしてください。

２. ヘッドユニット等のTRE、BASSをセンターの状態にして、ボリュームを普段聴いてい

るレベルにあわせてください。この時の音楽ソースとしては、いつも聴いているもの

を使うと調整がやり易いでしょう。

３. 次に、SWE-1400の入力感度調整ボリュームをMINから徐々に上げていきます。

システム全体で、バランスがとれる位置まで上げてください。

この時、入力感度を上げすぎると音が歪むことがあります。

ヘッドユニットのボリュームが上がりすぎていても音が歪みます。

他のスピーカーからも歪みが出ていないかどうか、確認しながら調整を進めてください。

スピーカーシステム全体が歪んでいるような時は、ヘッドユニットのボリュームを絞

ってください。

４. 入力感度調整が済んだらローパスフィルター周波数切替（LPF）ボリュームを調整し、

他のスピーカーとのバランスが最良となるポイントを探してください。（80Hzを基

準として調整することをお勧めします。）

５. LPFが変わると聴感上、音圧も変化します。３.４.の手順を繰り返し最良のポイントを

見つけてください。

６. 最後にPHASE（位相）の選択をします。運転席に座った状態で0°（正相）と180°（逆相）を

切り換えてみて、良い方を選びます。スピーカーの取付位置、車の形状によっては

180°（逆相）の方が、良好な場合もあります。

調整を始める前に入力感度調整ボリューム位置がMINになっていることを確認
してください。ボリュームがあがっているとスピーカーに過大な入力が入り、
破損する恐れがあります。

●スピーカー入力接続の場合

●ここからの説明は、専門技術と経験のある方を対象にしています。
●希望する取り付け位置に対して、コードの長さが十分にあることを確認してく
ださい。

●組み合わせる製品によって使用できない場合があります。組み合わせる製品の
取付説明書も合わせてご覧ください。

●不明な点はお買い上げ店またはインフォメーションセンターにお問い合わせく
ださい。

●仕様及び外観は、改良の為に予告なく変更する場合があります。
●本説明書のイラストは、印刷条件により、実物と印象が相違する場合がありま
す。

2. 接続する

1 はじめに

2 バッテリーc端子を外す。

●コンピューターが装着されている車は、バッテリーのc端子を外すとメモ
リーが消えてしまうことがあります。
●一部の車種（外国車など）では、バッテリーのc端子を外すと、電装系に
不具合が生じる場合があります。詳しくは、ディーラーへお問い合わせく
ださい。

"★"印のネジは、車体の金属
部についている既設のネジを
使用してください。

アースコード
黒

車の金属部

タッピングネジ

平型ブラケット

●接続は、車の電装系が理解できる知識が必要です。曖昧な理解で作業を進めると車体に
重大な影響を与える場合がありますので、専門業者に依頼することをお奨めします。
●接続は「奥までしっかり差し込んで」ください。
●接続しないコードは、コードの端にビニールテープを巻いてください。
●関連製品の接続に関する説明書も合わせてご覧になり、作業を進めてください。

注意 説明書に従って、正しく接続してください。火災・事故の原
因になります。

Memo

注意
コードをシートレールにはさんだり、突起部に当てたりしな
いでください。断線やショートにより、感電・火災の原因に
なります。

●PIN入力接続の場合

PIN接続コード
（別売）

リモートオンコード

PINライン出力
ヘッドユニット

ヒューズ

緑

緑／黒

紫

紫／黒

スピーカー入力コード
接続しません

黒
アースコード

電源用延長コード

青／白

黄黄

（10A）

※

リモートオン
コード

ヘッドユニット

ヒューズ

黒
アースコード

電源用延長コード

青／白

ス
ピ
ー
カ
ー
入
力
コ
ー
ド

c右スピーカー
出力

b右スピーカー出力

b左スピーカー出力

c左スピーカー出力

既存スピーカー

b 緑

c緑／黒

b 紫

c紫／黒

スピーカー入力用コネク
ターによる結線
しっかりロックするまで
閉じてください。

スピーカーライン
（被覆外形φ2.0～φ2.7mmの
線にご使用ください。
それ以外の場合は、購入店
にご相談ください。）

黄黄

（10A）

※

※…必ず付属の電源用延長コード
を使用してください。

リモートオンコード

アースコード
電源用延長コード

コード名称 補足説明

ヘッドユニットなどのリモートオンコードと接続してください。
●ヘッドユニット側などにリモートオンコードがない場合は、車のACC電源コー

ド（ACCポジションで電源が供給されるコード）に接続してください。

車のボディーの金属部分に確実に接続してください。
常にバッテリーのb電源が供給されているところに接続してください。

1車への取り付け場所を設定します。

2タッピングネジで平型ブラケットを本機に
取り付けます。

3車への取り付けネジ位置に印をつけます。

4ドリルでφ3mm以下の穴を開けます。

5タッピングネジで本機を車に固定します。

6本機のアースコードを車の金属部に取り付
けます。

タッピングネジ

平型ブラケット

本機

平型ブラケット
固定用穴（4ヶ所）

1位相切替（PHASE）スイッチ

2入力感度調整（GAIN）ボリューム

3ローパスフィルター周波数切替（LPF）ボリューム

4イルミネーション（LIGHT）ON/OFFスイッチ

1 2 3 4

当製品には、製品保護のために過大入力を検知する回路が組み込まれています。
この保護回路が作動した場合、当製品から音が出なくなる仕様となっています。

保護回路が作動し、音が止まってしまった場合は、ヘッドユニット（CDデッキなど）の
ボリュームを下げた後、一旦電源を落とし（POWERスイッチを押してOFFにする）
しばらく経ってから、改めて電源を入れる（POWERスイッチを押してONにする）と
復帰します。

なお、頻繁にこの状態になってしまうことを防ぐためにも、電源を改めて入れた際に
この説明書を参照しながら、音量の調整を行ってください。

注意

ダイキャストプロテクター部分は持
たないでください。
故障・破損・ケガの原因になります。

★

●本機の取り付けは、必ず平型ブラケット
（付属品）を使用して、しっかりと固定し
てください。

1. 取り付ける

1 車を安全で平坦な場所に停める。
パーキングブレーキをかけ、エンジンキーを抜く。
おおよそのレイアウトを決め、コードの長さが十分か確認する。

2 取り付ける。

警告 車体に穴を開ける場合には、パイプ・タンク・電気配線など
を傷つけないでください。事故・火災の原因になります。

取り付け・アース接続には、ハンドル・ブレーキ・タンクな
どのボルトやナットを使わないでください。制動不能・火災
の原因になります。

警告

注意 本機天面に配置されたダイキャストプロテクターへは、加重
・衝撃を加えないでください。破損・破壊の原因になります。


